








本年世界初の 1kW家庭用燃料電池コージェネレーションシステムが市場導入され、松下電器産業、荏原バラー
ド製の初号機２台が新装成った首相公邸に設置された。この固体高分子形燃料電池（PEFC）は定置式のみなら
ず自動車、モバイル用と多岐に亘る利用が計画されており、これを契機に PEFC の開発が加速されると同時に、
すべてのタイプの燃料電池技術の開発、商品化そして利用にはずみがつくことが期待される。
この燃料電池技術の開発について日本政府は高い関心と強い期待をもって推進してきている。昨年５月に発
表された「新産業創造戦略」の重点分野の筆頭に燃料電池が位置づけられている。また本年２月に最終報告が
まとまった日本の長期エネルギー需給見通しの中におけるエネルギー戦略の柱の１つに分散型発電の推進が掲
げられており、その実現の鍵となる技術として燃料電池が位置づけられている。この様に燃料電池は新たな産
業創造による経済の活性化への貢献、そしてエネルギー供給システムの分散型へのパラダイムシフトによる省
エネルギーの推進、CO2 発生量の抑制、エネルギーの安定供給の確保を実現する技術として大いに期待されて
いる。すなわち持続的経済成長（Economy）、エネルギーの安定供給（Energy）、環境保全（Environment）と
いう３つのＥの同時達成に貢献する技術ということである。
私共東京ガスの燃料電池開発への取り組みは 1972 年米国でのりん酸形燃料電池開発「TARGET 計画」に参
加したのが始まりである。その後 1980 年代中頃から固体酸化物形燃料電池の開発に着手、PEFC に関しては
1994 年に開発に着手し、1998 年からは家庭用コージェネレーションシステムを目指して本格的に開発に取り
組み現在に至っている。
私共はこの PEFC 家庭用コージェネレーションシステムを本年「LIFUEL」（ライフエル）という名称で販売を
開始した。現在、松下電器産業、荏原バラードと共同で開発、商品化を進めており、2005 年から 2007 年まで
の大規模実証試験を経て 2008 年からの普及に取り組むべく次世代機の開発を鋭意進めている。今後この燃料
電池を日本社会の持続的成長に貢献出来る商品として仕上げていく為には、関連業界の取り組みはもとより様々
な形での産・官・学の連携を効果的に機能させていくことも極めて重要な取り組みであろうと考えている。
こうした燃料電池の開発が進み高効率システムが完成した暁にはその商品を普及させ日本のエネルギー供給
システムの改善や環境負荷の低減に結びつけて行くための仕組みづくりも重要なテーマとなる。こうした取り
組みの一環として私共は「ホロニックエネルギーシステム」を提案している。「ホロニック」はギリシャ語の
「HOLOS」（全体）と「ON」（個）を組み合わせた言葉で、全体集中システムと個別分散システムを有機的に調
和させることで最適なエネルギーシステムの構築を目指すものである。例えば太陽光、風力、バイオマスといっ
た再生可能エネルギーは環境負荷の低減に大きく貢献するものの需要に対応した制御が困難でありエネルギー
供給の主役になりにくいシステムである。そこで再生可能エネルギーに燃料電池を始めとする制御可能な高効
率エネルギーシステムを組み合わせ更に蓄電装置も活用して電力負荷の平準化を図ったマイクログリッドを形
成し、集中グリッドと調和させることにより大幅な環境負荷の低減とエネルギー安定供給の確保を進めようと
するシステムである。ここに将来は自動車用水素ステーションを核とした水素のマイクログリッド供給と水素
駆動燃料電池を組み込み更に高効率なエネルギーシステムの構築を進めて行こうという構想である。
私共としてはこうした取り組みも通じて燃料電池を普及させエネルギーシステムの分散型へ、そして水素エ
ネルギー社会へのパラダイムシフトの扉を開けて行きたいと考えている。
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